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１．がん検診へのピロリ菌検査の導入について

　　　胃がん発症の要因とされるピロリ菌感染の検査の導入について。

２．少子化対策について

　　　婚活支援による少子化対策の推進について。

３．データヘルスの推進について

　　　レセプト・健康情報等を活用したデータヘルスの推進について。

１．教育問題について

　  ①  土曜日の授業について。

　  ②　放課後児童クラブ、教室について。

２．防災について

　　①　遊学館他の耐震化時期は。

　　②　トイレの改修について（集会所を含む）。

　　③　指定避難所について。

３．防犯灯について

　　①　ＬＥＤ化について。

　　②　電気料補助について。

　　③　通学路防犯灯について。

４．その他

　　①　一般廃棄物委託問題の裁判の結果は。

　　②　黒岩中央保育所の建てかえについて。

１．佐川町の人づくりについて

　　①  人づくりの方針と具体策をジャンル別に聞く。　役場内・地域・外部招へい

　　②　学校教育・社会教育等をどのように考え、実施するのか。

２．農協改革について

　　　　政府の規制改革会議が農協のあり方を見直す案を公表したことを受けて、安倍首相

　　　も改革の断行を表明している。内容は農協の総合事業の展開が不可能になるもので

　　　あり、地域の経済や農業、生活に及ぼす影響は大きい。どう考えるか。

３．ナウマングラウンドの活用について

　　　　活用策をどのように実施したか。今後の活用方策は。

１．町民プールの新たな活用方法について

　　　　時代に合った施設の改修工事を行うことで､新たな利用ニーズを広げ、施設の有効

　　　活用を図ってはどうか。

２．かわせみの駐車スペース確保について

　　　　特定健診やイベント時の駐車スペースが狭く、参加者や近隣住民に負担がかかって

　　　いることから、速やかに駐車場を確保してはどうか。

３．町道舗装の補修計画や維持管理について

　　　　町内の生活道路である町道舗装の痛みが目立ち始めている。路面の改修や維持修

　　　繕はどのような計画で進めているのか。

４．佐川町総合計画策定に向けての取り組みについて

　　　　本年度より策定作業に入る総合計画の柱と、住民の意見を反映させる手法及び今

　　　後の進め方について。

質問者及び主な質問項目

平成２６年６月佐川町議会定例会一般質問

1 松浦隆起

2 坂本玲子

3 森　正彦

4 下川芳樹



１．防災無線について

　　　　３月１４日午前２時過ぎ、本町では震度４の地震となっていたが、緊急放送のなかっ

　　　た理由は。

２．独居者の見守り対策について

　　　　本町での独居者で老人でもない人が死亡していて１０日も経過し、やっとわかった

　　　という例があるが、町の考えはどうか。

１．佐川町ならではの人材育成について

　　　①　教育委員会の取り組みについて。

　　　②　町職員に対しての取り組みについて。

２．男女共同参画について

　　　①　広報等の進捗状況について。

　　　②　審議会等女性の登用状況について。

３．上町地区の活性化について

　　　チーム佐川、観光協会、くろがねの会等の連携は十分なのか。

１．総合計画について

　　　具体的な進め方について聞く。

２．黒岩河川改修について

　　　２６年度には測量等が実施されるが、その中身内容について聞く。

３．町内の土地基盤整備事業について

　　　佐川町は、県内はもとより全国的にも整備がなされてない。今後の方針はどうするか。

４．指定管理について

　　　町内の指定管理は、どのように進めるのか。

５．学校統合問題について

　　　今後の学校統合見通しはどうか。

１．霧生関公園建設事業についての時系列及び概要の整理

　　　一旦は塩漬け状態となったが、事業が復活し現在再び事業の見直しが宣言された。

　　迷走しているように見えるこの事業の見直しに至る理由を検証したい。

２．「水の科学」事業について

　　　産業高度化事業、いわゆる「水の科学」事業は、既に予算の対象ではなくなってい

　　る。結末はどうなったのか。

３．小中学校において、土曜日の授業が復活したことについて

　　　どのような目的と手続きで決まったのか。

４．発達障害児童の夏休みにおける学童保育体制について

　　　昨年、障害を持つ児童の放課後保育の取り組みが問題となった。努力もされ一定の

　　対応がされたが、まだまだ不十分という声を聞く。理想の対応をさぐりたい。

５．原発にどう対応するか

　　　前定例会で原発に対する町長の姿勢を問うた。この間､原発再稼働に対する画期的

　　判決が出た。改めて問う。

６．猿丸のメガソーラー建設計画にどう対応するか

　　　旧サーキット場跡地にメガソーラー建設が計画されていることについて、下流域にあ

　　たる住民が不安の声を上げている。どのような対応が望まれると思うか。

１．投票所の設置拡大を

　　　投票所が遠くなったところは､高齢者の投票難民が多い。

２．霧生関の工事継続を

　　　町有地の整備、有効利用。ヘリポート等必要。

３．人口減少対策について

　　　移住者を増やす課題、受け入れ態勢は。
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